
５

写真中央が取水堰 　
北
海
道
ガ
ス
は
１
日
、
栗
山
町
に
お
い
て
稼
働
済
み

太
陽
光
発
電
設
備
を
取
得
し
た
。
固
定
価
格
買
取
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
期
間
終
了
後
に
自
社
電
源
と
し
て
活
用
す

る
ほ
か
、
稼
働
済
み
太
陽
光
の
長
期
安
定
的
な
運
用
を

通
じ
、
維
持
・
管
理
に
関
す
る
知
見
を
養
う
。

　
「
栗
山
太
陽
光
発
電
所
」
の
発
電
出
力
は
４
９
９
㌔

㍗
で
年
間
想
定
発
電
量
は
約

万
㌔
㍗
時
。
２
０
１
６

年
３
月
に
稼
働
を
開
始
し
、

年
２
月
ま
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
、
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
売
電
す
る
。

　

㌔
㍗
超
の
事
業
用
太
陽
光
は
投
資
目
的
で
購
入
し

た
も
の
の
維
持
管
理
費
が
か
さ
み
手
放
す
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
。
同
社
は
利
回
り
の
良
い
好
条
件
の
セ
カ
ン

ダ
リ
ー
太
陽
光
を
今
後
積
極
的
に
買
い
集
め
て
い
く
考

え
だ
。

　
東
京
電
力
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
パ
ワ
ー
（
東
電
Ｒ
Ｐ
）

は
５
月

日
、
山
形
県
遊
佐
町
沖
に
お
い
て
洋
上
風
力

発
電
を
計
画
し
、
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
く
初
期
プ

ロ
セ
ス
「
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
」
を
経
済
産
業
相
と

山
形
県
知
事
に
送
付
し
た
と
発
表
し
た
。
配
慮
書
は
同

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
関
係
自
治
体
の
庁
舎
な
ど
で
６

月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
縦
覧
す
る
。
同
エ
リ
ア
は
、
国

の
「
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
」
に
基
づ
く
促
進
区
域
の
指

定
に
向
け
準
備
段
階
に
進
ん
だ
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

　
計
画
で
は
、
遊
佐
町
沖
の
沖
合
約

平
方
㌔
㍍
に
着

床
式
の
発
電
機
を
設
置
し
、
最
大
出
力

万
㌔
㍗
規
模

の
発
電
を
見
込
む
。
発
電
機
は
単
機
出
力
が
９
５
０
０

㌔
㍗
の
場
合
は
最
大

基
、
１
万
８
０
０
０
㌔
㍗
の
場

合
は
最
大

基
を
想
定
す
る
。

　
広
島
ガ
ス
は
１
日
、
「
広
島
ガ
ス
志
和
堀
発
電
所
」

（
東
広
島
市
）が
営
業
運
転
を
開
始
し
た
と
発
表
し
た
。

最
大
出
力

㌔
㍗
の
小
水
力
発
電
所
で
、
年
間
の
発
電

電
力
量
は
約

万
㌔
㍗
時
を
予
定
す
る
。
固
定
価
格
買

取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を

活
用
し
て
、
全
量
を
中

国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
販
売
す
る
。

　
広
島
ガ
ス
は
２
０
２

０
年

月
、
同
発
電
所

を
志
和
堀
電
化
農
業
協

同
組
合
か
ら
取
得
。
設

備
を
修
繕
し
、
こ
れ
ま

で
試
運
転
を
実
施
し
て

い
た
。
同
社
は

年
度
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計

画
で
「
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
更
な
る
普
及
拡
大
」

や
「
環
境
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
事
業
展
開
」
を
基
本

方
針
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　
イ
ー
レ
ッ
ク
ス
と
沖
縄
ガ
ス
が
出
資
す
る
沖
縄
ガ
ス

ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
は
１
日
、法
人
向
け
の
二
酸
化
炭
素
（Ｃ

ち
ゅ

Ｏ
２

）
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
「
美
ら
島
Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ
プ
ラ

ン
」
の
提
供
を
開
始
す
る
と
発
表
し
た
。
７
月
中
旬
に

運
開
す
る
沖
縄
県
内
最
大
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
「
中

城
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」
（
う
る
ま
市
、
出
力
４
万
９

０
０
０
㌔
㍗
）
の
電
気
を
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
付
き
非
化
石

証
書
と
合
わ
せ
て
供
給
す
る
。
７
月
１
日
か
ら
申
し
込

み
受
け
付
け
を
開
始
し
、
９
月
１
日
か
ら
販
売
す
る
。

　
中
城
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
運
開
に
よ
り
、
年
間
約

万
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
を
見
込
む
。
前
出
２
社

に
加
え
、
同
発
電
所
は
東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
や
九
電
み
ら
い
エ
ナ
ジ
ー
な
ど
が

出
資
し
て
い
る
。

　５ ２０２１年（令和３年）６ 月 ７ 日 （毎週月曜日発行・週刊）（第三種郵便物認可）
　

碧
南
火
力
発
電
所

　
中
部
電
力
ミ
ラ
イ
ズ
と
長

野
県
企
業
局
、
セ
イ
コ
ー
エ

プ
ソ
ン
の
３
者
は
５
月

日
、
長
野
県
内
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
開
発
を

推
進
す
る
「
信
州
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ
（
グ
リ
ー
ン
）
電
源
拡
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
、

協
定
を
締
結
し
た
。
県
企
業

局
が
保
有
す
る
水
力
発
電
の

電
気
料
金
に
環
境
価
値
分
を

上
乗
せ
し
て
セ
イ
コ
ー
エ
プ

ソ
ン
に
販
売
。
収
益
の
一
部

を
新
た
な
電
源
開
発
に
充

て
、
「
追
加
性
」
の
あ
る
取

り
組
み
を
行
う
。

　
中
部
電
ミ
ラ
イ
ズ
は
、
昨

年
４
月
か
ら
公
営
の
水
力
発

電
の
電
気
を
「
信
州
Ｇ
ｒ
ｅ

ｅ
ｎ
で
ん
き
」
と
し
て
法
人

・
家
庭
向
け
に
順
次
販
売
し

て
い
る
。
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ

ン
は
同
プ
ラ
ン
に
加
入
し
て

お
り
、
今
回
、
地
元
産
の
電

源
開
発
を
直
接
支
援
す
る
た

め
、
一
歩
進
ん
だ
取
り
組
み

に
着
手
す
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
一

定
額
を
中
部
電
力
グ
ル
ー
プ

の
「黒
川
平
水
力
発
電
所
（宮

田
村
、出
力
１
７
０
㌔
㍗
）」、

「
清
内
路
水
力
発
電
所
（
阿

智
村
お
よ
び
飯
田
市
、
出
力

５
６
０
０
㌔
㍗
）
」
と
県
企

業
局
の
「
越
百
（
こ
す
も
）

の
し
ず
く
発
電
所
（飯
島
町
、

１
５
５
０
㌔
㍗
）
」
の
３
カ

所
で
開
発
資
金
と
し
て
活
用

す
る
。
い
ず
れ
も
固
定
価
格

買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
利

用
し
た
発
電
設
備
で
、
２
０

２
１
年
～

年
ご
ろ
に
か
け

て
順
次
運
転
を
開
始
す
る
予

定
だ
。

　
今
後
は
資
金
を
活
用
し
、

小
水
力
発
電
の
ほ
か
、
工
場

の
敷
地
内
に
設
置
す
る
太
陽

光
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

な
ど
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
な
い

電
源
開
発
を
進
め
る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
小
野
田
聡
社

長
は
５
月

日
、
記
者
会
見

を
開
き
、
昨
年

月
に
公
表

し
た
環
境
目
標
「
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
５

０
」
の
進
展
状
況
を
説
明
し

た
。
２
０
５
０
年
に
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
を

実
施
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
に
向

け
て
、
各
取
り
組
み
を
加
速

す
る
。

　
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
は
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

の
実
証
事
業
を
碧
南
火
力
発

電
所
（
愛
知
県
碧
南
市
）
４

号
機
（出
力
１
０
０
万
㌔
㍗
）

で
開
始
す
る
。
６
月
か
ら
設

備
工
事
な
ど
を
実
施
。
ア
ン

モ
ニ
ア
混
焼
は

年
度
中
の

約
２
カ
月
間
の
予
定
だ
。
使

用
す
る
ア
ン
モ
ニ
ア
は
３
万

～
４
万
㌧
で
、
石
炭
外
航
船

桟
橋
か
ら
受
け
入
れ
る
。
実

証
を
経
て
、

年
代
前
半
ま

で
に
商
用
機
で
の
混
焼
率

％
を
目
指
す
。

　
国
が
５
月

日
に
締
め
切

っ
た
洋
上
風
力
の
「再
エ
ネ

海
域
利
用
法
」
に
基
づ
く
事

業
者
公
募
に
つ
い
て
は
、
秋

田
県
の
「
能
代
市
、
三
種
町

お
よ
び
男
鹿
市
沖
」
と
「
由

利
本
荘
市
沖
（北
側
・南
側
）」

へ
の
応
札
を
公
表
し
た
。
両

エ
リ
ア
と
も
Ｊ
パ
ワ
ー
、
エ

ク
イ
ノ
ー
ル
（ノ
ル
ウ
ェ
ー
）

の
２
社
と
の
共
同
開
発
。
小

野
田
社
長
は
「地
域
に
愛
さ

れ
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

事
業
提
案
だ
と
自
負
し
て
い

る
」
と
自
信
を
示
し
た
。

　
蓄
電
池
に
関
し
て
は
複
数

の
案
件
に
並
行
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
工
場
等
の
非
常

用
蓄
電
池
を
平
時
か
ら
活
用

す
る
事
業
は
、
昨
年
度
実
施

し
た
実
証
で
良
好
な
結
果
が

得
ら
れ
た
た
め
、
早
期
の
商

用
化
を
目
指
す
。
電
気
自
動

車
（Ｅ
Ｖ
）の
中
古
蓄
電
池
の

リ
ユ
ー
ス
事
業
は
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
と
共
同
で
検
討
中
。

そ
の
他
、
約

％
出
資
す
る

英
国
企
業
ゼ
ノ
ベ
が

年
４

月
、

万
㌔
㍗
規
模
の
蓄
電

池
を
同
国
リ
バ
プ
ー
ル
近
郊

に
設
置
す
る
こ
と
も
紹
介
し

た
。
欧
州
最
大
級
の
蓄
電
池

事
業
に
な
る
。

エ
リ
ア
需
要
を
独
自
把
握

　
小
野
田
社
長
は
、
今
年
度

の
需
要
期
に
供
給
力
不
足
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
安
定
供
給
維
持
に
最
大

限
貢
献
す
る
た
め
、
燃
料
調

達
や
設
備
点
検
に
万
全
を
期

す
考
え
も
強
調
し
た
。
今
夏

予
測
さ
れ
る
需
要
を
満
た
す

だ
け
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
確
保
済
み

だ
と
い
う
。

　
た
だ
、
同
社
が
需
要
予
測

と
し
て
参
照
し
て
い
る
の

は
、
相
対
契
約
を
結
ぶ
東
京

電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

と
中
部
電
力
ミ
ラ
イ
ズ
の
販

売
分
。
つ
ま
り
、
他
の
小
売

事
業
者
の
販
売
分
を
含
め
た

エ
リ
ア
全
体
の
需
要
に
対
応

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
小
野
田
社
長
は
こ
う
し
た

現
状
を
説
明
し
「
今
後
は
市

場
取
引
分
を
含
め
、
エ
リ
ア

全
体
の
需
要
も
独
自
に
把
握

す
る
。
系
統
運
用
者
と
も
し

っ
か
り
情
報
交
換
す
る
」
と

述
べ
た
。
系
統
全
体
の
安
定

供
給
維
持
の
た
め
に
、
従
来

以
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
考
え
を
示
し
た
と
言
え

る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
確
保
す

る
電
源
の
固
定
費
な
ど
の
回

収
が
保
証
さ
れ
る
制
度
の
整

備
も
国
に
要
望
し
た
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
今
年
４
月
、

姉
崎
火
力
発
電
所
（
千
葉
県

市
原
市
）
４
基
（
各

万
㌔

㍗
）
を
休
廃
止
し
た
。
２
基

が
リ
プ
レ
ー
ス
の
た
め
の
廃

止
で
、
２
基
が
長
期
運
転
停

止
だ
。
長
期
運
転
停
止
の
判

断
だ
け
で
も
先
送
り
に
で
き

て
い
れ
ば
、
東
電
エ
リ
ア
で

の
来
冬
の
供
給
力
不
足
は
か

な
り
緩
和
さ
れ
て
い
た
と
の

指
摘
も
あ
る
。

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
量
導
入
・
次
世
代
電
力
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
小
委
員
会
は
３
日
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
次
世
代
化
に
向
け
た
詳
細
設
計
の
中
間
取
り

ま
と
め
案
を
大
筋
で
了
承
し
た
。
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を
支

え
る
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
青
写
真
を
描
い
た
。
既
存
系
統
を
最
大
限
活
用
す
る
と

と
も
に
、
洋
上
風
力
な
ど
の
開
発
に
合
わ
せ
て
連
系
線
の
新
設
・
増
強
も
進
め
る
。

　
東
京
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス
、
東
急
不
動

産
、Ｌ
ｏ
ｏ
ｏ
ｐ
な
ど
の

社
は
１
日
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
事
業
者

と
電
源
立
地
地
域
が
と
も
に
発
展
す
る

た
め
の
旗
振
り
役
と
し
て
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
活
性
協
会
」
を
設
立

し
た
と
発
表
し
た
。
昨
年

月
に
検
討

を
開
始
し
た
「
Ｆ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
（
フ
ォ
ー

レ
＝
再
エ
ネ
を
通
じ
た
互
恵
的
な
地
方

活
性
化
）
構
想
」
の
実
現
を
目
指
す
。

固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
必

要
と
し
な
い
電
源
開
発
と
立
地
地
域
の

活
性
化
を
両
輪
で
推
進
し
て
い
く
。

　
フ
ォ
ー
レ
構
想
は
、
前
出
４
社
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
を
加
え
た

５
社
で
立
ち
上
げ
た
。
①
特
定
の
立
地

地
域
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
②
全

国
の
立
地
地
域
と
広
く
つ
な
が
る
―
―

と
い
っ
た
２
つ
の
方
策
が
あ
る
。

　
①
は
賛
同
企
業
が
保
有
す
る
再
エ
ネ

電
源
の
立
地
地
域
に
お
い
て
、
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
（
強
じ
ん
性
）
強
化
や
地
域
活

性
化
を
目
的
に
非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
再
エ
ネ
を

活
用
。②
は
再
エ
ネ
事
業
者
と
自
治
体
、

企
業
、
個
人
が
情
報
交
換
を
図
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
を
創
出
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
な
ど
を
提
供
す
る
予
定
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
現
す
る

た
め
、
協
会
に
は
こ
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ

Ｌ
み
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
、清
水
建
設
、

日
本
ア
ジ
ア
投
資
、
日
本
風
力
開
発
、

芙
蓉
総
合
リ
ー
ス
が
加
わ
っ
た
。
趣
旨

に
賛
同
す
る
企
業
は
今
後
増
え
る
可
能

性
も
あ
る
。

　
協
会
は
一
般
社
団
法
人
で
、
代
表
理

事
は
東
急
不
動
産
の
池
内
敬
常
務
執
行

役
員
が
務
め
る
。
所
在
地
は
東
京
都
渋

谷
区
の
東
急
不
動
産
内
。
専
属
職
員
の

配
置
な
ど
と
い
っ
た
協
会
体
制
は
現
在

検
討
中
で
、
当
面
は
東
急
不
動
産
の
社

員
複
数
人
が
業
務
に
当
た
る
予
定
。

　
フ
ォ
ー
レ
構
想
を
立
ち
上
げ
た
５
社

は
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
長
期
安

定
電
源
推
進
協
会
（
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
」

の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｐ
は
「長
期
電
源
開
発
」や
「
電
源
活

用
」な
ど
を
議
論
し
、関
係
省
庁
に
対
し

政
策
提
言
を
行
う
。会
員
企
業
・団
体
は

社
（
２
０
２
１
年
５
月
１
日
現
在
）。

　電力・ガス取引監視等委員会は 日、２

月の電力取引結果を公表した。新電力の販

売電力量シェアは前年同月比３．６㌽増の ．

８％だった。２月単月のスイッチング実績

は 万５９４３件。そのうち、新電力間の切り替

えは５万９０６１件、新電力から大手電力への

切り替えは３万１０８４件。大手電力の規制料

金から自由料金への変更件数は９万６５６６件

だった。

２月の新電力販売電力量シェア（％、カッコ内は前年同月比）

地域 特別高圧 高圧 低圧 合計

北海道 １２．７（＋５．７）２５．６（－０．４）１５．５（＋３．０）１９．３（＋１．７）

東北 ５．２（＋０．５）２２．４（－０．４）１１．９（＋２．９）１４．６（＋１．２）

東京 １２．３（＋５．６）３４．６（＋５．９）３０．８（＋５．５）２８．０（＋６．０）

中部 ２．２（±０）１９．３（＋０．５）１６．２（＋３．８）１３．４（＋１．７）

北陸 ６．２（＋２．０）２２．９（＋０．３） ４．８（＋０．９）１１．３（＋０．４）

関西 １３．５（＋４．３）２５．５（＋３．７）２５．４（＋４．１）２２．４（＋４．２）

中国 １２．２（＋７．３）２０．２（＋５．４） ８．５（＋２．８）１３．１（＋４．９）

四国 ４．６（＋１．８）２１．６（＋０．５）１０．６（＋２．４）１３．５（＋１．４）

九州 ３．１（＋０．９）１８．４（－１．４）１３．１（＋２．７）１３．０（＋１．１）

沖縄 ２．６（＋１．０）１２．７（＋０．６） ７．６（＋３．３） ８．５（＋１．８）

全国 ８．９（＋３．４）２５．８（＋２．７）２０．９（＋４．１）１９．８（＋３．６）

　
電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等

委
員
会
は
、
２
０
２
０
年
度

冬
季
の
市
場
価
格
高
騰
を
踏

ま
え
、
出
力
低
下
な
ど
発
電

情
報
の
公
開
拡
充
を
進
め
る

方
針
だ
。
５
月

日
の
制
度

設
計
専
門
会
合
に
提
案
し
、

大
筋
で
了
承
さ
れ
た
。
社
内

に
発
電
部
門
を
持
つ
大
手
電

力
等
と
新
電
力
の
間
に
情
報

の
非
対
称
性
が
生
じ
な
い
よ

う
に
す
る
。
発
電
事
業
者
か

ら
は
、
燃
料
調
達
や
卸
販
売

の
交
渉
へ
の
悪
影
響
を
懸
念

す
る
声
も
挙
が
る
が
、
押
し

切
ら
れ
そ
う
だ
。

　
現
在
の
ル
ー
ル
で
は
、
一

定
規
模
以
上
の
発
電
事
業
者

は
、
設
備
の
停
止
に
加
え
て

万
㌔
㍗
以
上
の
出
力
低
下

が

時
間
以
上
継
続
す
る
場

合
は
、
卸
取
引
所
の
発
電
情

報
公
開
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｊ
Ｋ

Ｓ
）
に
情
報
を
登
録
す
る
。

だ
が
、
今
冬
の
需
給
ひ
っ
迫

の
主
因
に
な
っ
た
燃
料
制
約

に
よ
る
出
力
低
下
は
、
こ
の

要
件
に
該
当
し
な
い
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
出
力

低
下
の
理
由
の
開
示
は
任
意

で
あ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の

新
電
力
は
、
市
場
で
何
が
起

き
て
い
る
の
か
即
時
的
に
把

握
で
き
な
か
っ
た
。

　
監
視
委
は
こ
う
し
た
状
況

は
市
場
取
引
の
公
正
性
の
観

点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
判

断
。
そ
の
た
め
、
Ｈ
Ｊ
Ｋ
Ｓ

の
登
録
要
件
に
「
今
後

時

間
で
２
４
０
万
㌔
㍗
時
の
出

力
低
下
」
を
加
え
る
。
今
冬

の
状
況
に
当
て
は
め
る
と
、

こ
れ
に
よ
り
燃
料
制
約
発
生

量
の

％
が
公
開
対
象
に
な

る
。
ま
た
、
出
力
低
下
の
解

消
が
見
込
ま
れ
る
時
期
も
登

録
さ
せ
る
考
え
だ
。

　
燃
料
制
約
な
ど
出
力
低
下

の
理
由
の
公
開
も
求
め
る
。

燃
料
制
約
の
発
生
が
社
外
に

知
ら
れ
る
と
燃
料
調
達
交
渉

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
た
め
、
発
電
事
業
者
に
は

理
由
の
開
示
へ
の
抵
抗
感
が

強
い
が
、
監
視
委
は
燃
料
不

足
と
い
う
状
況
は
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
情
報
に
当
た
る
と
の
論

理
で
押
し
切
る
構
え
だ
。

　
発
電
実
績
に
つ
い
て
も
、

情
報
の
公
開
を
進
め
る
方

針
。
欧
州
で
は

万
㌔
㍗
以

上
の
発
電
設
備
に
つ
い
て
、

コ
マ
ご
と
の
発
電
量
が
５
日

後
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
事
例
も
参
考
に
し

て
、
具
体
的
な
公
開
の
在
り

方
を
今
後
検
討
す
る
。

　
再
エ
ネ
の
大
量
導
入
を
可

能
な
限
り
効
率
的
に
進
め
る

た
め
、
既
存
系
統
の
最
大
限

の
有
効
活
用
を
目
指
す
。
具

体
的
な
方
策
は
、
「
ノ
ン
フ

ァ
ー
ム
接
続
電
源
」
の
適
用

拡
大
と
、
市
場
主
導
型
の
利

用
ル
ー
ル
の
導
入
だ
。

　
ノ
ン
フ
ァ
ー
ム
型
接
続
と

は
、
混
雑
発
生
時
に
発
電
出

力
を
制
御
す
る
こ
と
を
条
件

に
電
源
の
系
統
接
続
を
認
め

る
方
法
の
こ
と
。
再
エ
ネ
導

入
の
大
き
な
阻
害
要
因
で
あ

る
系
統
制
約
が
こ
れ
で
解
消

さ
れ
る
。
全
国
の
空
き
容
量

が
な
い
基
幹
系
統
で
今
年
１

月
か
ら
、
接
続
検
討
の
受
け

付
け
を
開
始
し
て
い
る
。

　
中
間
取
り
ま
と
め
案
で

は
、
空
き
容
量
が
あ
る
基
幹

系
統
は

年
４
月
以
降
、
ロ

ー
カ
ル
系
統
は

年
度
末
ご

ろ
に
受
け
付
け
を
開
始
す
る

と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し

た
。
高
圧
以
下
の
配
電
系
統

へ
の
適
用
は
、
技
術
動
向
も

見
据
え
て
検
討
を
進
め
る
。

　
ノ
ン
フ
ァ
ー
ム
型
接
続
電

源
の
登
場
に
よ
り
系
統
混
雑

の
発
生
が
起
き
る
こ
と
に
な

る
が
、
現
行
ル
ー
ル
で
は
火

力
電
源
よ
り
も
新
規
接
続
の

再
エ
ネ
が
先
に
制
御
対
象
に

な
る
。
そ
れ
は
脱
炭
素
化
の

流
れ
に
逆
行
す
る
こ
と
か

ら
、
系
統
利
用
ル
ー
ル
も
抜

本
的
に
見
直
す
。

　
具
体
的
に
は
、
先
着
優
先

か
ら
、
発
電
コ
ス
ト
等
に
基

づ
い
た
メ
リ
ッ
ト
オ
ー
ダ
ー

へ
の
転
換
を
進
め
る
。
そ
の

第
一
歩
と
し
て
、
送
配
電
事

業
者
が
確
保
す
る
調
整
電
源

で
出
力
制
御
分
を
補
う
新
た

な
仕
組
み
を

年
中
に
開
始

す
る
。
た
だ
、
中
間
取
り
ま

と
め
案
で
は
、
同
方
式
は
あ

く
ま
で
も
暫
定
的
な
措
置
だ

と
強
調
。
で
き
る
だ
け
速
や

か
に
市
場
主
導
型
の
新
た
な

仕
組
み
に
移
行
す
る
と
の
方

針
を
示
し
た
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

中
間
整
理
取
り
ま
と
め

　
地
域
間
連
系
線
の
新
設
・

増
強
は
、

年
度
中
の
策
定

を
予
定
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
い
て
進
め
る
。
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
地
域

ご
と
の
再
エ
ネ
の
開
発
可
能

性
を
考
慮
に
入
れ
た
日
本
全

体
の
基
幹
系
統
の
整
備
計

画
。
５
月
末
に
取
り
ま
と
め

た
中
間
整
理
に
は
４
つ
の
シ

ナ
リ
オ
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
そ
の
う
ち
洋
上
風
力
が
北

海
道
や
九
州
に
偏
在
し
て
全

国
で
４
５
０
０
万
㌔
㍗
導
入

さ
れ
る
と
い
う
政
府
の
計
画

に
沿
っ
た
シ
ナ
リ
オ
で
は
、

北
海
道
と
首
都
圏
を
直
接
結

ぶ
８
０
０
万
㌔
㍗
の
長
距
離

送
電
線
の
新
設
や
、
現
在
は

２
７
８
万
㌔
㍗
の
関
門
連
系

線
の
送
電
能
力
倍
増
な
ど
が

必
要
に
な
る
と
し
た
。
投
資

額
は
最
大
４
・
８
兆
円
で
、

再
エ
ネ
比
率
は

％
。
比
率

の
さ
ら
な
る
拡
大
と
コ
ス
ト

抑
制
の
た
め
に
は
、
大
消
費

地
へ
の
電
源
立
地
の
誘
導

や
、
再
エ
ネ
適
地
で
の
需
要

の
創
出
が
求
め
ら
れ
る
。


